
史

料

紹

介
越
後
屋
京
本
店
の
年
中
行
事

三
井
越
後
屋
京
本
店
の
年
中
行
事
を
、
京
本
店
会
所
作
成
の
「
支
配

要
集
記
」（
宝
暦
一
二
年
）
と
、
賄
方
の
「
日
用
記
」（
寛
政
三
年
）
か

ら
紹
介
す
る
。「
支
配
要
集
記
」
で
は
、
支
配
役
の
業
務
と
し
て
の
京

本
店
全
体
の
行
事
と
奉
公
人
の
管
理
に
つ
い
て
こ
れ
を
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
賄
方
「
日
用
記
」
で
は
、
歳
時
の
し
つ
ら
い
や
四
季
の
生

活
の
変
化
に
対
す
る
備
な
ど
か
ら
、
賄
方
の
行
事
を
通
し
て
奉
公
人
の

生
活
が
よ
り
具
体
的
な
形
で
見
え
て
く
る
。
京
都
を
代
表
す
る
商
家
の

一
事
例
と
し
て
ど
の
よ
う
な
年
中
行
事
が
営
ま
れ
た
か
、
ま
た
奉
公
人

の
年
間
の
生
活
サ
イ
ク
ル
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

京
本
店
の
年
中
行
事
の
記
さ
れ
て
い
る
史
料
は
、
ほ
か
に
も
賄
方

「
永
代
帳１

）
」（
享
保
一
一
年
）、
書
札
方
「
稔
間
最
用２

）
」（
天
保
七
年
）、

金
方
「
日
用
覚３

）
」（
嘉
永
二
年
）
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
店
の
日
誌
で
あ

る
「
永
書４

）
」（
享
保
一
三
〜
元
治
元
）、「
名
代
言
送
帳５

）
」（
元
文
元
〜
明

治
二

）
か
ら
も
探
し
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
名
代
役
の
中
西
宗
助
が
後
学
の

た
め
に
書
い
た
「
支
配
勤
集
」
の
な
か
に
「
支
配
月
用
集
」
と
い
う
項

目
が
あ
り
、
店
の
責
任
者
で
あ
る
支
配
役
が
管
理
す
べ
き
、
月
々
の
諸

用
事
の
さ
い
の
心
得
と
し
て
四
季
お
り
お
り
の
奉
公
人
の
生
活
管
理
や

商
売
上
の
懸
引
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
支
配
月
用
集６

）
」
が
年

中
行
事
の
下
地
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
支
配
要
集
記
」
の
作
成
者
は
京
本
店
会
所
で
あ
る
。
会
所
は
本
店

の
中
枢
本
部
と
い
う
べ
き
役
所
で
、
通
勤
（
宿
持
）
手
代
で
あ
る
と
こ

ろ
の
重
役
手
代
た
ち
が
詰
め
て
い
て
、
時
に
は
在
京
の
主
人
（
同
苗
）

も
出
勤
し
て
店
全
体
の
管
理
運
営
に
当
た
る
場
で
あ
る
。
住
込
み
手
代

の
最
高
責
任
者
で
あ
る
支
配
役
も
詰
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
支
配
要
集
記
」
の
冒
頭
に
は
重
役
の
元
〆
・
名
代
・
後
見
か
ら
書
か

れ
た
支
配
役
の
心
得
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

体
裁
は
、
縦
一
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
三
・
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
厚
さ
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
半
横
帳
で
あ
り
、
七
帖
綴
じ
列
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帖
装
で
あ
る
。
全
二
五
六
丁
の
う
ち
墨
付
部
分
は
一
四
〇
丁
、
白
紙
丁

数
は
一
一
六
丁
分
も
あ
る
。
余
白
数
の
多
さ
は
、
必
要
に
応
じ
て
用
事

を
書
き
加
え
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
明
和

七
年
時
、
文
化
一
二
年
時
の

郎
右
衛
門
名
前
交
代
の
さ
い
の
貼
紙
や
、

天
保
一
四
年
の
貼
紙
に
よ
る
覚
書
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
代
々
の
支
配

役
の
間
で
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
の
賄
方
「
日
用
記
」
も
半
横
の
列
帳
装
で
三
帖
綴
じ
で
あ
る
。

縦
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ

二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
一
〇
一
丁
、
内
余
白
数
は
五
〇
丁
分
あ

る
。「
日
用
記
」
は
寛
政
三
年
に
支
配
役
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
文
化
六

年
に
京
本
店
支
配
役
と
な
っ
た
安
田
久
右
衛
門
が
追
加
し
た
記
述
や
、

明
治
初
年
の
貼
紙
な
ど
、
所
々
に
加
筆
訂
正
や
付
箋
、
貼
紙
個
所
が
あ

る
。
明
治
四
年
の
貼
紙
を
最
後
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
帳
面

が
明
治
五
年
の
呉
服
店
分
離
ま
で
折
々
の
時
代
に
改
訂
を
加
え
な
が
ら

利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

会
所
の
下
に
は
西
陣
方
、
絹
加
賀
方
、
染
物
方
な
ど
の
仕
入
れ
や
加

工
に
当
た
る
役
所
の
他
に
、
書
札
方
や
金
方
と
い
っ
た
実
務
を
お
こ
な

う
部
署
が
あ
り
、
賄
方
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
（
店
内
略
図
を
参
照
）。

賄
方
は
小
遣
方
と
も
い
い
、「
天
保
四
年
正
月
役
附
」（
本
一
〇

一
）

を
み
る
と
、
配
置
さ
れ
る
手
代
は
二
名
で
、
子
供

丁
稚
）は
配
属
さ
れ

て
い
な
い
。
責
任
者
と
し
て
支
配
役
一
名
と
、
吟
味
役
と
し
て
組
頭
が

一
名
付
く
。

賄
方
の
仕
事
は
、
台
所
関
係
の
下
男
や
出
入
り
の
管
理
、
日
常
生
活

や
歳
時
の
さ
い
に
必
要
な
物
品
の
購
入
、
畳
の
取
替
え
や
蚊
帳
や
煤
払

い
の
道
具
類
の
取
揃
え
、
行
事
の
さ
い
の
小
道
具
諸
品
等
の
調
達
、
神

社
仏
閣
へ
の
寄
付
、
そ
の
ほ
か
江
戸
や
大
坂
か
ら
上
京
し
た
手
代
や
お

得
意
客
の
接
待
な
ど
と
細
々
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
子
供
お
よ
び
初
元

二
年
目
ま
で
の
小
遣
、
仕
着
施
を
支
給７

）
す
る
の
も
賄
方
の
仕
事
で
あ
る
。

蚊
帳
、
食
器
類
、
屛
風
・
掛
軸
、
茶
道
具
と
い
っ
た
道
具
類
を
保
管
す

る
た
め
の
専
用
の
土
蔵
が
あ
る
。
要
す
る
に
店
生
活
に
必
要
な
雑
用
一

切
を
引
き
受
け
る
部
署
で
あ
り
、
京
本
店
の
行
事
と
密
着
し
た
部
署
な

の
で
あ
る
。

越
後
屋
本
店
の
店
名
前
人
は
三
井

郎
右
衛
門８

）
で
あ
る
。「
支
配
要

集
記
」
に
は
、
七
月
の
中
元
と
歳
暮
祝
儀
の
さ
い
、「
お
名
前
様
」、

「
新
町
」、「
立
売
」
又
は
「
六
角
」、「
西
洞
院
」
と
出
て
く
る
の
で
、

参
考
ま
で
に
説
明
を
し
て
お
く
。

「
支
配
要
集
記
」
の
書
か
れ
た

宝
暦
一
二
年
時
の

郎
右
衛
門
は
、

新
町
三
井
家
第
三
代
高
弥
で
あ
る
。
新
町
家
は
京
都
新
町
通
六
角
町
の

京
両
替
店
の
奥
に
あ
る
。
そ
の
後

郎
右
衛
門
名
前
は
明
和
六
年
一
一

月
に
中
立
売
家
（
現
伊
皿
子
家
）
第
三
代
高
登
に
譲
ら
れ
、
高
弥
は

郎
兵
衛
と
名
乗
り
、
翌
年
一
族
の
親
分
に
な
っ
て
か
ら
西
洞
院
へ
移
っ

た
。
一
族
の
親
分
と
い
う
こ
と
で
祝
儀
の
対
照
と
な
っ
て
い
る
。

中
立
売
家
は
も
と
も
と
中
立
売
通
西
洞
院
に
居
宅
が
あ
っ
た
が
、
天

明

年
の
京
都
大
火
後
六
角
通
東
洞
院
に
移
っ
た
こ
と
か
ら
六
角
家
と
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注) 西坂靖「大店の奉公人の世界」（高橋康夫・吉田伸之編『日本

都市史入門Ⅲ人」（東京大学出版会・1990年））掲載図面に加筆。
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呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
初
代
高
利
の
末
子
で
中
立
売
家
第

二
代
高
勝
が
元

の
名
（
元
文
五
〜
明
和
三
）
で
登
場
す
る
。

北
三
井
家
は
油
小
路
通
二
条
に
あ
る
。
総
領
家
と
い
う
こ
と
で

郎

右
衛
門
名
前
で
な
く
と
も
祝
儀
の
対
照
に
な
っ
て
い
る
。
安
永
三
年

（
一
七
七
四
）
一
〇
月
よ
り
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
五
月
ま
で
の
間
、

三
井
一
一
家
の
家
産
と
営
業
組
織
が
本
店
系
統
（
北
・
新
町
・
家
原
・

長
井
四
家
）
と
両
替
系
統
（
現
伊
皿
子
・
室
町
・
南
・
小
石
川
四
家
）

お
よ
び
松
坂
店
（
現
松
阪
・
永
坂
町
・
小
野
田
三
家
）
と
い
う
よ
う
に

三
分
割
さ
れ
て
い
た
時
期
（
持
ち
分
け
）
が
あ
り
、
そ
の
期
間
は
北
三

井
家
五
代
高
清
と
六
代
高
祐
が

郎
右
衛
門
と
な
っ
て
い
た
。「
日
用

記
」
の
書
か
れ
た
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の

郎
右
衛
門
は
六
代
高

祐
で
あ
り
、
文
化
一
二
年
（
一

一
五
）
に
新
町
家
第
五
代
高
雅
と
交

代
し
た
。「
支
配
要
集
記
」
の
一
番
新
し
い
貼
紙
は
天
保
一
四
年
で
あ

る
が
、
こ
の
時
代
に
は
、

郎
右
衛
門
は
新
町
家
第
六
代
高
満
か
ら
北

家
第

代
高
福
に
変
わ
っ
て
お
り
（
天
保

年
〜
）、
そ
の
ま
ま
明
治

に
至
っ
て
い
る
。

京
本
店
の
所
在
地
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
よ
り
室
町
通
二
条
上

ル
冷
泉
町
西
側
で
あ
る
が
、
順
次
に
東
は
衣
棚
通
竪
大
恩
寺
町
ま
で
敷

地
を
拡
げ
て
い
る
。
店
内
の
営
業
部
署
に
つ
い
て
は
「
店
内
略
図
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。

奉
公
人
を
文
政
三
年
（
一

二
〇
）
の
「
店
々
人
数
留９

）
」
に
よ
っ
て

み
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

通
勤
名
目
役
（
元
〆
１
、
元
方
掛
名
代
１
、
名
代
１
、
後
見
１
、
後

見
格
１
）

住
込
名
目
役
（
支
配
４
、
組
頭
４
、
役
頭
６
、
役
頭
格
１
、
上
座
７
、

上
座
格
１
）

平
手
代

（
筆
頭
５
、
相
談
役
４
、
平
24
、
初
元
三
年
目
４
、
同

二
年
目
８
、
新
初
元
７
）

子
供

（
角
前
髪
８
、
丸
額
28
）

こ
の
ほ
か
に
下
男10

）
が
二
二
人
い
る
。

元
禄
期
よ
り
決
ま
り
ご
と
と
な
っ
た
店
行
事
の
い
く
つ
か
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
、「
支
配
要
集
記
」
に
至
っ
て
定
着
し
た
。
し
か
し

「
日
用
記
」
ほ
か
史
料
に
あ
る
行
事
で
「
支
配
要
集
記
」
に
は
書
か
れ

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
補
い
つ
つ
、
次
に
正
月
よ
り
一
二

月
ま
で
の
奉
公
人
生
活
と
関
わ
る
主
な
行
事
を
あ
げ
て
み
る
。
△
印
は

書
札
方
「
稔
間
最
用
」「
日
用
記
」「
永
書
」「
名
代
言
送
帳
」
等
よ
り
、

＊
印
は
享
保
一
一
年
の
賄
方
「
永
代
帳
」
よ
り
拾
っ
た
も
の
で
あ
る
。

正
月

一
日

二
日

三
日
⎭ ―⎬― ⎫

＊
朝
屠
蘇
酒

大
富
久
茶
（
梅
干
入
）

年
始
の
祝
詞
、
雑
煮
祝
、
諸
社
代
参
、
諸
所
年
礼

＊
三
カ
日
夕
節

煮
物

焼
物

四
日

未
明
よ
り
蔵
明
け
、
店
卸
し

＊
昼
餅
を
ほ
こ
ら
か
し
た
も
の
、

夕
飯
見
合
料
理

六
日

夕
、福
引

＊
毎
月
六
日
、
十
三
日
精
進
日
に
付
二
菜

（
但
一
品
は
お
ひ
た
し
）
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七
日

休
日

＊
朝
粥
、
夕
飯
見
合
料
理

九
日

一
〇
日
⎭ ⎬ ⎫

元
〆
役
椀
飯
振
舞
（
上
座
役
以
上
）

一
一
日

北
家
椀
飯
振
舞
（
組
頭
以
上
お
よ
び
元
〆
家
督
）

一
三
日

影
待
ち

＊
浄
瑠
璃
語
り
三
名
、

一
五
日

休
日

＊
朝
小
豆
粥
、
夕
見
合
料
理

一
六
日

新
町
家
椀
飯
振
舞
（
組
頭
以
上
お
よ
び
元
〆
家
督
）

一

日

夕
、六
角
家
・
新
町
家
へ
蛭
子
・
大
黒
神
お
迎
え

一
九
日

蛭
子
講

役
替
人
事

二
四
日

初
寄
合

初
元
平
、
新
上
座
役
へ
年
褒
美
仰
渡
し

役
所
替
の
盃
事

二
五
日

裁
物
方
、
角
前
髪
へ
年
褒
美
仰
渡
し

休
夜

△
天
神
講

二
六
日

月
並
初
寄
合

小
役
附
寄
合

二

日

諸
役
所
入
替

成
願
寺
千
巻
陀
羅
尼
修
行
（
組
頭
以
下
）

二
月

諸
社
代
参
（
毎
月
に
付
、
以
下
略
す
）

二
日

夕
、茶
飯
、
灸
治
初
め

＊
奈
良
茶
飯

豆
腐
汁

四
日

夕
、内
寄
合

六
日

夕
、月
並
惣
寄
合

△
初
午

皆
勤
褒
美
者
稲
荷
参
詣

＊
夕
小
豆
飯

汁
見
合

か
ら
し
あ
え

一
六
日

夕
、月
並
寄
合

（
以
下
毎
月
の
各
寄
合
日
同
じ
に
付
略
す
）

二
五
日

成
願
寺
講

二
月
中
に
子
供
請
判
を
取
る
こ
と

三
月

三
日

節
句
休
日

＊
朝
夕

煮
物

焼
物
、
桃
花
酒

蛭
子
講
に
て
暇
仰
付
の
者
の
引
越
し
盃

四
月中

旬

花
見
休
息
（
三
日
間
の
う
ち
）

一
〇
日
頃

中
休
み
の
者
へ
出
立
申
付

隔
年
伊
勢
太
々
神
楽
執
行

申
の
日

蚊
帳
釣
り
初
め

入
梅
前

商
品
虫
干
し

＊
正
気
散
支
給

五
月

四
日
の
内
寄
合
な
し
）

五
日

節
句
休
日

＊
朝
夕
三
月
節
句
の
通
り
、
料
理
見
合

一
三
日

影
待

一
五
日

今
宮
神
事
に
て
上
之
店
へ
招
待

二
五
日

成
願
寺
講
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＊
当
月
梅
干
煮
梅
拵
え

六
月

二
日

三
日
⎭ ⎬ ⎫
店
煤
払
い

五
日

月
並
惣
寄
合
（
六
日
は
祇
園
会
前
夜
ニ
付
）

七
日

祇
園
会

半
日
休

＊
昼
素
麵
、
夕
見
合
料
理

河
原
夕
涼
み
見
物
（
酒
、
料
理
）

一
四
日

祇
園
会
休
日

＊
朝
夕
見
合
料
理

＊
土
用
入

豆
餅

土
用
前
灸
治
張
紙
出
さ
せ
る
こ
と

土
用
中
保
養
物
支
給

＊
正
気
散
支
給

七
月

六
日

夕
、月
並
惣
寄
合
な
し
（
初
荷
に
つ
き
）

七
日

七
夕
祝

＊
昼
素
麵
、
夕
節
句
の
通
り
、
一
汁
二
菜

日

子
供
元
服
相
談

一
四
日

子
供
仕
着
施
申
渡
し

＊
精
霊
会

盆
前

台
所
下
男
・
出
入
り
へ
祝
儀

中
元
祝
儀

一
五
日

一
六
日
⎭ ⎬ ⎫
中
元
休
日

＊
朝
夕
節
句
の
通
り

一
七
日

蔵
明
け
、
店
卸
し

休
夜

＊
見
合
料
理

一

日

御
霊
神
事
（
御
出
祭
）

休
日

＊
見
合
料
理

二
四
日

初
寄
合

役
所
替
え
の
盃

二
五
日

休
夜

二
六
日

夕
、小
役
附
寄
合

月
並
寄
合

二

日

諸
役
所
入
替
え

月△
一
日

朔
祝

二
日

夕
、茶
飯

灸
治

＊
茶
飯

豆
腐
汁

△
中
休
仕
度

一
五
日

月
見
の
休
夜

＊
芋
煮

一

日

御
霊
神
事

休
日

＊
朝
夕

煮
物

焼
物

二
五
日

休
夜

此
月
の
内
子
供
請
判
取
る
こ
と

九
月

九
日

節
句

休
日

＊
朝
夕
三
月
節
句
の
通
り

一
一
日

影
待

浄
瑠
璃
語
呼
寄
せ

一
三
日

月
見
の
休
夜

＊
全
員
へ
大
豆

△
潰
松
茸
江
戸
店
々
へ
送
る

二
五
日

成
願
寺
講

休
夜

一
〇
月

一
三
日

十
夜
法
要

一
九
日

蛭
子
講
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△
家
内
火
鉢
用
意

（
二
三
日

両
替
店
蛭
子
講
に
招
待
を
受
け
る
）

二
五
日

成
願
寺
会
式
講

休
夜

一
一
月

日

夕
、稲
荷
火
焼
（
料
理
）

休
夜

＊
焼
物
見
合

汁

但
休
夜
な
し

夕
、紅
店
火
焼
、
組
頭
以
下
夜
食
に
遣
わ
す

こ
の
頃
よ
り
顔
見
世
芝
居
見
物
（
料
理
）
交
代
で

九
日

荒
神
火
焼
（
料
理
な
し
）

＊
中
旬
味
噌
仕
込

寒
中
河
原
非
人
施
行

一

日

夕
、御
霊
火
焼
（
料
理
）

休
夜

＊
夕
見
合
料
理

二
五
日

休
夜

寒
前
灸
治

寒
中
保
養
物
支
給

一
二
月

（
六
日
の
月
並
惣
寄
合
忙
中
に
つ
き
な
し
）

二
一
日
頃

子
供
元
服
の
相
談

二
二
日

も
ち
つ
き

＊
朝
常
の
通
り
、
夕
前
載
餅
、
菜
の
物
見
合
料
理

二
四
、二
五
日
頃

台
所
下
男
へ
年
暮
の
祝
儀

二
五
日

休
夜

△
節
分

＊
朝
常
の
通
、
夕

焼
物
鰤
、
夜
分
蛤
吸
物

大
晦
日

諸
方
年
頭
状
書
判
致
す
こ
と

子
供
仕
着
施
申
渡

歳
暮
祝
儀

店
仕
廻
い
、
家
内
残
ら
ず
掃
き
掃
除

以
上
の
中
か
ら
京
本
店
の
祝
祭
日
や
奉
公
人
の
慰
労
日
を
抜
き
出
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

正
月
休
日

三
ヶ
日
、
一
五
日

節
句
休
日

一
月
七
日
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
九
月
九
日

中
元
休
日

七
月
一
五
日
、
一
六
日

祝
日

七
夕
、

朔

神
事
・
祭
礼

影
待
ち
、
蛭
子
講
、
祇
園
会
、
御
霊
神
事

休
息

花
見
、
涼
み
、
顔
見
世
、

休
夜

正
月
・
七
月
〜
一
二
月
の
二
五
日
、
月
見
、
火
焼

休
日
の
店
の
体
制
は
内
番
と
出
番11

）
に
分
れ
、
内
番
に
当
っ
た
者
は
未

明
よ
り
玄
関
を
整
え
て
来
客
に
備
え
た
。
賄
方
の
管
理
下
に
あ
る
子
供

（
角
前
髪
）
が
内
番
を
す
る
さ
い
は
手
当
が
出
る
こ
と
が
「
日
用
記
」

に
よ
っ
て
判
る
。
出
番
に
当
る
と
朝
食
後
に
小
遣
を
貰
っ
て
外
出
で
き

た
。
夕
飯
に
は
内
祝
の
料
理
が
出
さ
れ
る
。
本
店
の
食
事
は
、
通
常
朝

夕
一
汁
一
菜
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ハ
レ
の
日
の
食
事
は
奉
公
人

に
と
っ
て
も
楽
し
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

公
休
日
と
祭
礼
の
日
は
、
絹
加
賀
方
・
西
陣
方
（
朴
方12

）
）、
会
所
、
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二
階
の
三
カ
所
の
床
の
間
に
各
々
決
め
ら
れ
た
掛
物
が
飾
ら
れ
る
。

以
下
行
事
の
補
足
説
明
を
し
て
お
こ
う
。

﹇
諸
社
代
参
﹈

元
禄

年
の
「
家
内
式
法
帳
」
は
毎
月
朔
日
に
吉
田
神
社
代
参
と
正

月
・
五
月
・
九
月
に
愛

山
神
社
百
味
料
、
北
野
天
満
宮
へ
祈
禱
料
を

渡
す
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
が
、

年
後
の
「
支
配
勤
集
」
で
は
、

大
雲
院
、
盧
山
寺
が
増
え
て
い
る
。
享
保
期
に
は
、
諸
社
代
参
の
諸
社

を
吉
田
、
北
野
、
磐
座
皇
、
祇
園
、
御
霊
、
荒
神
、
稲
荷
、
盧
山
寺
の

社
と
し
た
。

三
井
で
は
こ
の
他
に
、
菩
提
寺
で
あ
る
真
如
堂
、
出
身
地
と
い
わ
れ

る
近
江
の
佐
々
木
社
を
は
じ
め
、
鞍
馬
寺
、
高
野
山
そ
の
他
の
寺
社
へ

宗
旨
に
関
り
な
く
祈
禱
代
参
を
し
、
お
札
を
ま
と
め
て
正
月
、
五
月
、

九
月
の
月
末
に
江
戸
、
大
坂
へ
送
っ
て
い
る
。
代
参
に
当
っ
た
者
に
と

っ
て
は
業
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
楽
し
み
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

﹇
店
卸
し
﹈

決
算
期
が
正
月
と
盆
の
二
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
正
月
四
日
、
七

月
一
七
日
は
未
明
か
ら
蔵
明
け
店
卸
し
が
行
わ
れ
、
三
井
家
の
主
人
達

も
出
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
正
月
は
昼
に
は
餅
、
夕
飯
は
見
合

料
理
で
祝
う
。
七
月
一
七
日
の
店
卸
し
の
夕
飯
も
同
様
で
あ
る
。
元
禄

年
の
「
家
内
式
法
帳13

）
」
に
よ
る
と
三
日
に
店
卸
し
が
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、「
先
矩
之
格
式
ニ
違
候
様
ニ
相
見
得
」
と
守
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
の
元
禄
一
六
年
の
「
支
配
勤
集
」
で
は
四
日

に
な
っ
て
い
る
。

﹇
寄
合
﹈

寄
合
は
毎
月
定
期
的
に
行
な
わ
れ
る
が
、
正
月
は
二
四
日
、
盆
明
け

の
寄
合
は
七
月
二
四
日
を
以
て
初
寄
合
と
す
る
。
通
常
は
内
寄
合
が
四

日
、
月
番
の
元
〆
以
下
上
座
役
ま
で
出
席
す
る
。
六
日
の
月
並
惣
寄
合

は
三
井
家
主
人
達
（
同
苗
）
が
列
座
す
る
。
本
店
一
巻
の
上
之
店
、
勘

定
庭
、
紅
店
も
合
同
で
あ
る
。
享
保
期
で
は
内
寄
合
は
月
並
惣
寄
合
の

後
に
二
回
行
な
わ
れ
て
い
た
。

一
六
日
の
月
並
寄
合
は
大
元
方
の
寄
合
で
あ
る
。
三
井
家
主
人
達
お

よ
び
京
都
の
営
業
店
舗
、
本
店
系
統
ば
か
り
で
な
く
、
両
替
店
系
統
の

元
方
懸
り
役
の
重
役
が
寄
り
合
う
が
、
場
所
は
同
苗
の
家
で
行
な
わ
れ

る
。
こ
の
と
き
月
番
支
配
役
、
組
頭
も
一
名
ず
つ
同
席
す
る
。

正
月
二
四
日
の
初
寄
合
と
い
う
の
は
、
本
店
内
で
開
か
れ
る
月
並
惣

寄
合
の
こ
と
で
あ
る
。
初
元
以
上
の
手
代
に
年
褒
美
が
支
給
さ
れ
る
日

で
も
あ
る
。
七
月
の
初
寄
合
で
は
役
所
替
え
が
行
わ
れ
盃
事
と
な
る
。

正
月
二
六
日
と
七
月
二
六
日
催
さ
れ
る
小
役
附
寄
合
は
、
平
手
代
全
体

の
役
付
を
す
る
寄
合
で
あ
る
。

寄
合
は
こ
の
外
に
も
組
頭
や
、
初
元
、
子
供
の
格
寄
合
が
あ
る
が
支

配
役
の
勤
め
で
な
い
た
め
か
省
か
れ
て
い
る
。

﹇
蛭
子
講
﹈

「
支
配
要
集
記
」
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
紙
数
を
割
い
て
い
る
の
は

正
月
と
一
〇
月
の
蛭
子
講
（
恵
比
寿
（
須
）
講
、
夷
講
、
戎
講
と
も
）
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で
あ
る
。
京
本
店
の
蛭
子
講
は
、
正
月
、
一
〇
月
と
も
一
九
日
に
行
わ

れ
、
前
日
の
夕
刻
に
六
角
三
井
家
（
中
立
売
家
、
現
在
伊
皿
子
家
）
の

恵
比
須
神
と
新
町
三
井
家
の
大
黒
天
を
迎
え
に
行
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

ま
り
、
二
〇
日
の
朝
懸
鯛
を
添
え
両
家
に
送
り
に
行
っ
て
終
わ
る
。

蛭
子
・
大
黒
に
は
、
二
俣
大
根
が
備
え
ら
れ
た
。
二
階
の
目
録
方
の

床
の
間
に
祭
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
絹
加
賀
方
の
床
の
間
に
は

大
黒
天
が
飾
ら
れ
、
福
禄
寿
・
蛭
子
・
大
黒
の
三
幅
対
の
絵
と
、
御
造

酒
、
洗
米
、
蜜
柑
、
金
灯
籠
が
備
え
ら
れ
た
。
ま
た
会
所
の
床
の
間
に

は
高
房
（
北
三
井
家
第
三
代
）
の
筆
に
な
る
蛭
子
・
大
黒
二
幅
対
の
絵

と
、
右
と
同
じ
品
々
に
三
俣
灯
明
が
備
え
ら
れ
た
。
一
九
日
当
日
は
木

嶋
神
社
神
職
神
服
氏
の
御
浄
が
あ
り
、
三
井
家
の
主
人
達
や
宿
持
手
代
、

退
役
手
代
の
他
、
医
師
や
町
内
関
係
、
裁
物
方
、
両
替
店
筋
ま
で
数
十

名
が
招
待
さ
れ
た
。
全
員
男
性
客
で
あ
る
。
病
気
で
宿
下
が
り
し
て
い

る
者
に
も
来
て
祝
う
よ
う
に
と
手
紙
が
行
く
。
客
を
朝
夕
に
分
け
て
酒

と
料
理14

）
が
振
る
舞
わ
れ
る
。
倹
約
時
の
享
保
一
六
年
の
「
内
慎
建15

）
」
で

は
恵
美
須
講
の
料
理
は
一
汁
二
菜
、
外
か
き

と
あ
る
が
、
そ
れ
以
前

は
「
か
き

共
一
汁
三
菜
、
酒
三
献
、
吸
物
、
取
肴
ニ
可
限
事
」
と
な

っ
て
い
た
。

一
〇
月
の
蛭
子
講
の
夕
飯
に
は
上
之
店
、
勘
定
場
、
紅
店
、
北
家
・

新
町
家
の
若
い
者
た
ち
が
招
待
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
京
勘
定
場
は
二
二

日
、
両
替
店
の
蛭
子
講
は
二
三
日
と
決
ま
っ
て
お
り
、
や
は
り
一
〇
月

の
蛭
子
講
の
さ
い
に
は
本
店
も
招
か
れ
る
。
一
般
に
は
蛭
子
講
は
二
〇

日
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
に
営
業
店
舗
が
い
く
つ

も
あ
る
三
井
の
よ
う
な
大
店
で
は
、
招
客
の
重
な
ら
な
い
よ
う
、
日
程

が
配
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
禄

年
に
三
井

郎
右
衛
門
お
よ
び
源
右
衛
門
の
名
で
出
さ
れ
た

「
家
内
式
法
帳
」
に
は
蛭
子
講
に
つ
い
て
、「
正
月
十
月
夷
講
と
申
は
、

諸
商
人
不
奢
し
て
其
身
之
勤
を
第
一
ニ
仕
、
正
直
仕
候
た
め
之
掟
也
、

夷
と
申
者
天
照
大
神
之
御
弟
ニ
而
候
へ
と
も
、
人
々
拝
申
通
ニ
釣
を
た

れ
身
の
奢
も
な
く
勤
め
を
第
一
ニ
被
成
候
、
其
体
を
顕
し
申
候
、
其
恩

徳
の
忝
を
祭
申
事
ニ
候
、
然
は
第
一
倹
約
を
本
と
し
た
る
は
夷
之
御
心

ニ
叶
申
事
ニ
て
候
、
む
さ
と
奢
か
ま
し
き
事
は
夷
ノ
御
嫌
ニ
而
候
、
自

今
以
後
両
度
之
夷
講
ニ
御
夷
ニ
銀
壱
枚
ツ
ヽ
御
散
銭
上
ケ
申
候
、
則
此

銀
子
壱
枚
ニ
而
御
三
木
を
調
、
料
理
は
一
汁
三
菜
、
則
相
定
候
通
之
献

立
ニ
而
客
来
も
て
な
し
、
家
内
手
代
・
子
供
・
下
男
迄
其
日
は
機
嫌
よ

く
右
銀
壱
枚
ニ
而
昼
夜
と
も
ニ
遊
可
申
候
、
其
上
ニ
銀
子
壱
分
ニ
而
も

入
ま
し
候
へ
は
奢
之
さ
た
ニ
而
夷
之
御
心
ニ
違
申
候
間
、
左
様
相
心
得

可
申
候
、
夜
ニ
入
候
ハ
ヽ
御
三
木
を
戴
、
家
内
と
も
ニ
商
之
道
夷
之
前

ニ
而
誓
仕
候
様
ニ
心
得
、
神
す
ゝ
し
め
之
小
歌
ニ
而
も
う
た
い
、
夜
ハ

四
つ
限
り
ニ
仕
廻
申
様
ニ
、
弥
其
次
日
ハ
未
明
よ
り
起
キ
可
申
事
」
と
、

意
義
と
過
ご
し
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。

﹇
役
替
﹈

正
月
の
蛭
子
講
の
さ
い
に
は
、
手
代
の
役
替
す
な
わ
ち
人
事

異
動
が
行
わ
れ
る
。
本
店
主
人

郎
右
衛
門
か
ら
仰
渡
し
を
も
っ
て
正

式
に
決
定
さ
れ
、「
役
替
銘
々
屛
風
俗
衣
取
替
、
十
九
日
よ
り
相
改
可

233

越後屋京本店の年中行事



申
」（「
日
用
記
」）
と
い
う
慣
習
が
あ
る
。
屛
風
は
大
部
屋
の
た
め
個

室
の
よ
う
な
間
仕
切
り
の
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
役
替
な
ら
ず
暇

を
申
し
渡
さ
れ
た
者
は
三
月
を
も
っ
て
店
か
ら
出
る
こ
と
と
な
っ
て
い

た
。
正
月
の
蛭
子
講
は
奉
公
人
に
と
っ
て
も
節
目
の
行
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
〇
月
の
蛭
子
講
は
、
火
鉢
の
用
意
を
す
る
目
安
の
日
と
な

っ
て
い
た
。

﹇
影
待
﹈

正
月
一
三
日
、
五
月
一
三
日
、
九
月
一
一
日
と
年
三
回
行
わ
れ
る
。

早
朝
徳
蔵
院
の
僧
一
〇
人
に
よ
っ
て
、
千
編
心
経
が
執
行
さ
れ
る
。
享

保
期
の
正
月
の
影
待
ち
の
さ
い
は
浄
瑠
璃
語
り
を
呼
ん
で
い
た
が
、
宝

暦
期
に
は
正
月
と
五
月
は
客
を
呼
ば
ず
内
祝
い
と
し
、
音
曲
は
止
め
、

九
月
の
影
待
の
み
浄
瑠
璃
語
り
を
呼
ん
で
い
る
。

﹇
神
事
﹈

七
月
一

日
と

月
一

日
は
御
霊
社
の
神
事
で
店
は
休
業
と
な
る
。

祭
に
呼
ぶ
客
は
江
戸
・
大
坂
本
店
、
上
ノ
店
、
勘
定
場
の
支
配
人
、
裁

師
や
重
役
手
代
、
神
服
氏
な
ど
三
〇
〜
四
〇
人
位
が
集
る
。
神
事
の
日

は
蛭
子
講
と
同
じ
に
か
き

に
一
汁
三
菜
、
酒
三
献
、
吸
物
、
取
肴
が

出
た
。

﹇
成
願
寺
講
﹈

成
願
寺
は
創
業
期
の
元
三
井
両
替
店
の
支
配
役
で
あ
っ
た
人
物
が
仏

門
に
入
っ
て
北
野
天
満
宮
の
七
寺
院
の
一
つ
を
興
し
た
も
の
で
、
一
時

荒
廃
し
て
い
た
が
、
三
井
家
の
家
祖
高
利
の
遺
命
に
よ
り
、
子
息
達
の

援
助
で
再
興
さ
れ
、
日
蓮
宗
と
な
っ
た
。
山
号
は
高
利
の
院
号
松
樹
院

に
ち
な
ん
で
松
樹
山
と
し
た
と
い
う
（
詳
細
は
三
友
新
聞
社
、
一
九
九

五
年
発
行
の
鬼
沢
正
『
三
井
の
縁
故
社
寺
』
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

一
月
二

日
の
千
巻
陀
羅
尼
、
二
月
・
五
月
・
九
月
・
一
〇
月
二
五
日

の
講
の
日
に
は
京
本
店
か
ら
役
付
手
代
数
名
が
参
詣
に
赴
く
が
、
創
業

者
高
利
と
の
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
の
各
月
の
行
事
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

正
月三

カ
日
は
「
支
配
勤
集
」
に
「
三
ヶ
日
之
内
手
代
・
子
供
ニ
至
迄
、

宿
元
請
人
礼
等
為
仕
舞
可
申
事
、
手
前
ニ
ハ
薮
入
と
申
義
前
々
よ
り
法

度
ニ
而
候
」
と
あ
り
、
奉
公
人
が
親
元
に
帰
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

賄
方
「
永
代
帳
」
に
よ
る
と
元
朝
に
は
屠
蘇
酒
、
大

久
茶
梅
干
入
を

服
す
と
あ
る
。
三
カ
日
の
夕
食
は

、
煮
物
、
焼
物
の
お
節
料
理
だ
が
、

「
何
ニ
而
も
下
直
成
肴
」
を
見
計
ら
っ
て
出
さ
れ
た
。
朝
か
ら
風
呂
に

も
入
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

﹇
福
引
﹈

六
日
は
新
年
の
挨
拶
客
が
持
参
す
る
年
玉
物
を
集
め
て
夕
方
か
ら
福

引
が
行
わ
れ
る
が
、
福
引
の
前
に
鞍
馬
や
愛

社
代
参
役
と
神
事
役
が

籤
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
そ
の
後
福
引
と
な
る
。

二
月

﹇
初
午
﹈
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初
午
の
日
に
は
大
丸
勤
、
丸
勤16

）
と
い
う
成
績
を
上
げ
た
皆
勤
者
に
対

し
褒
美
が
出
さ
れ
、
伏
見
稲
荷
へ
の
参
詣
を
許
さ
れ
た
。
享
保
一
一
年

の
賄
方
「
永
代
帳
」
で
は
夕
飯
に
は
小
豆
飯
に
汁
、
芥
子
和
え
を
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

三
月

﹇
節
句
﹈

享
保
一
一
年
の
賄
方
「
永
代
帳
」
に
よ
る
と
、
三
月
三
日
の
上
巳
の

節
句
に
は
朝
飯
、
夕
飯
と
も

・
煮
物
・
焼
物
に
、
桃
花
酒
が
出
さ
れ

る
。
五
月
五
日
（
端
午
）、
七
月
七
日
（
七
夕
）、
九
月
九
日
（
重
陽
）

も
、
夕
飯
は
三
月
の
節
句
同
様
と
あ
り
、
ま
た
中
元
休
日
な
ど
も
節
句

同
様
と
あ
っ
て
、
休
日
料
理
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
月

﹇
花
見
休
息
﹈

花
見17

）
は
夏
物
の
下
し
方
工
面
宜
け
れ
ば
と
い
う
条
件
が
整
っ
て
三
日

間
の
花
見
休
息
が
実
際
に
与
え
ら
れ
た
と
き
の
例
が
あ
る
。
天
明
六
年

四
月
に
書
か
れ
た
「
掟
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
二
六

三

四
）
に
、「
夏
物
の
下
し
方
工
面
宜
有
之
候
ニ
付
、
為
休
息
明
十
日
、

十
一
日
、
十
二
日
、
三
日
之
間
花
見
ニ
差
遣
申
候
、
尤
円
山
正
河
弥
ニ

於
ゐ
て
料
理
申
附
候
間
、
銘
々
日
割
之
通
可
被
参
候
、
且
朝
飯
後
よ
り

罷
出
、
夜
四
ツ
限
に
急
度
惣
中
相
揃
ひ
帰
店
可
有
之
候
」
と
あ
る
。
天

明
六
年
（
一
七

六
）
四
月
一
〇
日
は
現
在
の
暦
に
直
す
と
、
五
月
七

日
で
あ
る
。
時
期
的
に
花
見
に
は
遅
い
わ
け
で
あ
る
が
、
花
見
の
名
目

で
三
日
間
の
休
息
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
京
本
店
に

と
っ
て
は
実
際
の
花
見
時
期
が
夏
物
衣
料
の
仕
入
れ
、
発
送
で
一
番
忙

し
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
花
見
休
暇
は

毎
年
大
酒
で
し
く
じ
っ
た
り
、
門
限
破
り
が
出
た
り
と
、
き
つ
く
取
り

締
ま
る
必
要18

）
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
さ
い
の
花
見
と
は
事
な
り
円

山
な
ど
遊
興
地
に
行
く
た
め
、
子
供
に
は
替
り
に
小
遣
が
あ
て
が
わ
れ

た
。

﹇
伊
勢
太
々
神
楽
﹈

家
内
・
店
々
安
全
、
商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る
た
め
の
太
々
神
楽
は
、

太
神
楽
と
隔
年
に
奏
行
さ
れ
る
。「
支
配
要
集
記
」
の
書
か
れ
た
宝
暦

一
二
年
（
一
七
六
二
）
の
太
々
神
楽
は
四
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
五
月

の
時
も
あ
れ
ば
、
一
一
月
、
一
二
月
に
な
る
時
も
あ
る
。
参
詣
人
は
本

店
か
ら
は
組
頭
格
以
上
の
役
付
き
手
代
が
三
〜
四
名
、
大
坂
本
店
や
京

上
之
店
な
ど
か
ら
支
配
役
な
ど
代
参
人
が
本
店
に
集
合
し
て
出
掛
け
る
。

出
発
の
さ
い
は
夕
食
後
、
吸
物
、
取
肴
等
で
盃
事
を
し
た
。

六
月

﹇
煤
払
い
﹈

煤
払
い
は
享
保
二
〇
年
で
は
五
月
二
二
日
の
夕
方
か
ら
二
三
日
に
か

け
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
元
文
期
よ
り
六
月
二
日
と
三
日
の
両
日
に
定

着
し
た
。
煤
払
い
は
前
も
っ
て
隣
家
や
店
の
接
し
て
い
る
室
町
通
と
衣

棚
通
の
家
々
に
知
ら
せ
て
お
く
。
出
入
り
と
日
雇
い
を
労
働
力
と
し
た
。

﹇
祇
園
会
﹈
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七
日
の
祇
園
会
は
暖
簾
を
掛
け
た
ま
ま
と
し
、
昼
よ
り
休
み
と
な
る
。

一
四
日
は
休
日
の
た
め
子
供
も
外
出
で
き
る
。

御
輿
を
待
つ
町
衆
の
た
め
に
、
室
町
通
り
に
面
し
て
い
る
木
綿
方
の

見
世
を
開
い
て
屛
風
を
飾
っ
た
。
ま
た
山
鉾
見
物
の
場
所
を
借
り
て
、

江
戸
か
ら
の
客
や
田
舎
出
の
子
供
に
も
見
物
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た

（「
永
書
」
本
一
二
五
に
よ
る
）。

﹇
涼
み
﹈

七
日
の
祇
園
会
後
か
ら
数
日
間
、
交
代
で
涼
休
息
を
与
え
ら
れ
る
。

酒
は
持
参
す
る
が
、
料
理
は
鍵
屋
で
一
人
二
匁
ず
つ
、
後
年
に
は
二
匁

分
、
さ
ら
に
三
匁
と
食
事
代
を
あ
て
が
わ
れ
た
。
涼
み
の
さ
い
も
初

元
、
子
供
に
は
替
り
と
し
て
小
遣
が
渡
さ
れ
る
。

﹇
土
用
﹈

賄
方
「
永
代
帳
」
に
よ
る
と
、
土
用
入
の
日
は
小
豆
、
に
ん
に
く
、

茶
粉
の
三
種
を
水
で
呑
ま
せ
、
豆
も
ち
を
食
べ
る
。
ま
た
土
用
中
は
五

日
程
水
取
の
餅
を
夕
飯
前
に
出
し
た
。

ほ
か
に
は
暑
さ
負
け
せ
ぬ
よ
う
に
冷
し
汁
と

汁
や
鯨
汁
を
一
、
二

回
、
鰻
の
焼
物
、
そ
の
外
茶
飯
な
ど
見
計
ら
っ
て
出
さ
れ
た
。
ま
た
極

暑
と
い
う
こ
と
で
、
保
養
に
正
気
散
を
大
釜
で
煎
じ
て
支
給
し
た
。

七
月

﹇
七
夕
﹈

五
節
句
の
一
つ
で
あ
る
が
、
玄
関
は
整
え
る
も
の
の
休
日
と
は
せ
ず
、

店
に
き
た
三
井
家
の
主
人
達
と
と
も
に
、
他
の
節
句
と
同
じ
料
理
で
内

祝
を
す
る
。

﹇
中
元
﹈

一
五
、
一
六
日
は
中
元
休
日
で
、
諸
事
正
月
三
カ
日
と
同
じ
く
、
手

代
・
子
供
は
親
元
、
請
人
に
礼
に
赴
く
が
、
店
に
は
戻
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
朝
夕
の
料
理
は
節
句
と
同
じ
に
す
る
。

九
月九

月
中
旬
に
は
「
日
用
記
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漬
松
茸
が
江
戸

の
呉
服
三
店
舗
（
本
店
、
向
店
、
芝
口
店
）
用
に
作
ら
れ
る
。
享
保
一

一
年
の
賄
方
「
永
代
帳
」
に
よ
る
と
、
江
戸
本
店
に
二
〇
〇
本
、
綿
店

（
向
店
）
に
五
〇
本
、
一
丁
目
店
（
芝
口
店
）
に
は
五
〇
本
の
漬
松
茸

が
江
戸
店
の
そ
れ
ぞ
れ
蛭
子
講
に
間
に
合
う
よ
う
に
船
で
送
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

一
〇
月

﹇
十
夜
法
要
﹈

一
二
日
よ
り
一
五
日
の
間
三
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
真
如
堂
に
お
い

て
十
夜
の
法
要
が
営
ま
れ
、
京
都
の
本
店
グ
ル
ー
プ
（
本
店
、
上
之
店
、

勘
定
場
、
紅
店
）
と
両
替
店
の
グ
ル
ー
プ
（
両
替
店
糸
店
、
間
之
町

店
）
か
ら
、
戒
名
書
と
し
て
数
人
ず
つ
が
交
代
派
遣
さ
れ
る
。

一
一
月

﹇
火
焼
﹈日

の
稲
荷
御
火
焼
で
は
、
享
保
期
に
は
全
員
に
焼
物
と
汁
が
振
舞

わ
れ
た
が
、
夜
の
休
み
は
な
か
っ
た
。
宝
暦
期
で
は
休
夜
と
な
っ
て
い
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る
。
同
日
の
夕
方
紅
店
で
の
御
火
焼
の
夜
食
に
組
頭
以
下
が
招
か
れ
た
。

一

日
夕
方
は
御
霊
社
の
御
火
焼
が
あ
り
、
全
員
に
夕
食
に
料
理
一

種
が
出
さ
れ
た
。

﹇
顔
見
世
﹈

一
一
月
六
日
に
は
子
供
に
い
た
る
ま
で
全
員
に
顔
見
世
、
す
な
わ
ち

芝
居
見
物
が
仰
せ
渡
さ
れ
る
。
全
員
が
一
度
に
出
掛
け
る
の
で
は
な
く
、

数
日
に
わ
た
っ
て
交
代
で
出
掛
け
る
の
で
あ
る
。
芝
居
茶
屋
一
文
字
屋

源
兵
衛
（
一
源
）
方
の
酒
、
料
理
（
切
め
し
、
吸
物
、
取
肴
）
が
用
意

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
二
月

﹇
も
ち
つ
き
﹈

寛
保
二
年
の
餅
搗
き
に
さ
い
し
て
は
出
入
り
、
臨
時
雇
い
合
わ
せ
て

九
人
、
米
踏
み
が
外
に
二
人
が
雇
わ
れ
て
い
る
。

１
）

賄
方
「
永
代
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
五
一
）。

２
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
〇
二
四
。

３
）

同

右

別
六

。

４
）

同

右

本
一
二
三
〜
本
一
三

。

５
）

同
右

別
一
七
五
四
〜
別
一
七

二
。
本
号
掲
載
の
西
坂
論

文
「
京
本
店
元
〆
市
川
忠
三
郎
奉
公
履
歴
」
の
史
料
を
参
照
さ

れ
た
い
。

６
）
『
三
井
事
業
史
』
資
料
篇
一
所
収
。
江
戸
、
大
阪
に
お
い
て

も
「
支
配
勤
集
下
書
」（
江
戸
は
享
保
末
年
、
大
坂
は
元
禄
一

六
年
の
も
の
）
が
残
っ
て
い
て
、
基
本
的
に
は
同
一
内
容
で
あ

る
。
た
だ
三
都
の
越
後
屋
は
仕
入
れ
店
と
販
売
店
と
い
う
違
い
、

さ
ら
に
京
、
江
戸
、
大
坂
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
る
内
容
の
差

が
見
ら
れ
、「
支
配
月
用
集
」
も
当
然
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
京
、
大
坂
の
「
支
配
月
用
集
」
は
一
ヶ
月
ご
と
に
ま
と
め

て
用
事
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
は
よ
り
詳
し
く
、
各
月

の
日
に
ち
ご
と
に
用
事
が
書
か
れ
て
い
る
（「
江
戸
支
配
勤
集

下
書
」『
三
井
事
業
史
』
本
篇
一
に
は
享
保
期
の
江
戸
の
奉
公

人
の
生
活
と
年
中
行
事
が
要
約
さ
れ
て
い
る
）。

７
）

西
坂
靖
「
越
後
屋
京
本
店
手
代
の
小
遣
・
年
褒
美
・
割
銀
に

つ
い
て
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
〇
号
、
一
九
九
六
年
）
五

四
ペ
ー
ジ
〜
五
六
ペ
ー
ジ
参
照
。

８
）

越
後
屋
代
々
の

郎
右
衛
門
は
次
ペ
ー
ジ
表
の
通
で
あ
る
。

９
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
〇
九
五

10
）

二
〇
名
を
越
す
下
男
に
は
、
寛
政
三
年
十
二
月
で
は
男
頭

（
１
）、
男
脇
（
１
）、
上
番
（
４
）、
櫃
張
庭
上
役
（
１
）、
櫃

張
庭
下
役
（
１
）
、
届

番
（
１
）
、
追

回

し
（
10
）
、
薬

番

（
１
）、
飯
番
（
２
）、
奥
櫃
張
庭
（
１
）
と
い
う
役
割
り
が
あ

る
「
内
覚
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
三
五
）。

11
）

西
坂
靖
「
越
後
屋
京
本
店
手
代
の
規
律
違
反
と
処
分
」（『
三

井
文
庫
論
叢
』
第
二
五
号
）
参
照
。
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12
）

加
賀
物
を
ト
、
羽
二
重
を
木
と
い
う
符
帳
を
組
み
合
せ
て

「
朴
」
と
し
、
両
方
扱
う
絹
加
賀
方
を
朴
方
と
し
た
よ
う
で
あ

る
。（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
六
号
「
京
都
・
大
坂
越
後
屋
勤

仕
者
等
談
話
要
領
）。

13
）
『
三
井
事
業
史
』
資
料
篇
一
所
収
。

14
）

享
和
三
年
（
一

〇
三
）「
年
中
式
日
心
得
書
」（
三
井
文
庫

所
蔵
史
料

本
一
〇
七
一

五
）
で
は
支
配
人
か
ら
上
座
ま
で

に
吸
物
膳
さ
わ
栗
、
向
ぬ
た
く
き
、
引
盃
付
、
平
筆
頭
よ
り
初

元
ま
で
は
日
光
膳
、
向
右
同
断
と
記
さ
れ
て
い
る
。

15
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
二
六
七

四
。

16
）

勤
務
中
の
一
時
休
み
や
欠
勤
を
朱
星
、
黒
星
と
し
、
半
期
の

内
休
み
も
欠
勤
も
な
し
を
「
大
丸
勤
」、
二
時
ま
で
を
「
丸

勤
」、
三
時
ま
で
を
「
丸
勤
同
然
」
と
し
た
（
西
坂
靖
「
越
後

屋
京
本
店
手
代
の
勤
務
成
績
管
理
と
勤
務
状
況
に
つ
い
て
」

『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
二
号
参
照
）。

17
）
「
支
配
勤
集
」
の
「
支
配
月
用
集
」
で
は
三
月
の
項
に
、
ま

た
「
江
戸
支
配
勤
集
」
の
「
支
配
月
用
集
」
で
は
、
花
見
は
三

月
中
旬
の
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

18
）

西
坂
靖
「
越
後
屋
京
本
店
手
代
の
規
律
違
反
と
処
分
」（『
三

井
文
庫
論
叢
』
第
二
五
号

一
九
九
一
年
）
参
照
。樋

口
知
子
）

表 越後屋 郎右衛門歴代

番号 名 前 (備 考) 襲名年月日

① 高平(北家２代，高利長男) 寛文９(1669) ～

② 高富(伊皿子家初代，高利二男) 貞享４(1687) ～宝永６(1709).５.５(没)

③ 高治(新町家初代，高利三男) 宝永７(1710).10.25～

④ 高房(北家３代，①長男) 享保元(1716).８.21～

⑤ 高方(新町家２代，③長男) 享保19(1734).３.15～寛保元(1741).９.20(没)

⑥ 高美(北家４代，④長男) 寛保元(1741).10.26～延享４.９

⑦ 高弥(新町家３代，④三男) 延享４(1747).11.12～

⑧ 高登(伊皿子家３代) 明和６(1769).11.15～

⑨ 高清(北家５代，⑥二男) 安永３(1774).10.21～

高祐(北家６代，⑨長男) 安永７(1778).11.18～

高雅(新町家５代，⑦男) 文化12(1815).10.１～文政12(1829).10.１(没)

高満(新町家６代， 二男) 文政12(1829).12.25～

高福(北家８代) 天保８(1837).８.25～明治11(1878).11

注）京都冷泉町文書研究会編『京都冷泉町文書』別巻より
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凡
例

一

正
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
貼
見
出
し
は
省
略
し
た
。

一

付
箋
、
貼
紙
個
所
は

で
示
し
、
文
面
は
適
当
な
位
置
に
「

」

で
括
り
、
右
肩
に
（
付
箋
）
、（
貼
紙
）

と
注
記
し
た
。
付
箋
の
重
な
る

部
分
は
、
古
い
も
の
順
に
番
号
を
付
け
た
。

一
、
朱
書
は
「

」
で
く
く
り
、（
朱
書
）
と
注
記
し
た
。

一
、
抹
消
個
所
の
う
ち
墨
で
消
さ
れ
た
文
字
に
は
左
傍
に

を
、
朱
で

消
さ
れ
た
文
字
に
は
同
じ
く

を
、
貼
紙
に
よ
っ
て
消
さ
れ
た
文
字

は
右
肩
に
（
貼
紙
消
）

と
記
し
﹇

﹈
に
括
っ
た
。

一
、
字
体
は
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
が
、
助
詞
の
者
（
は
）、
江
、

与
、
而
は
漢
字
の
ま
ま
小
さ
く
し
て
用
い
た
。

は
原
文
の
と
お
り

と
し
た
。

一
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
適
宜
読
点
を
加
え
た
。

一
、
符
牒
は
で
き
る
だ
け
行
間
に
実
数
を
付
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で

省
略
し
た
個
所
も
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
符
牒
は
左
の
通
り
。

（
一

二

三

四

五

六

七

九

十

百

千

貫

匁

分
）

イ

セ

マ

ツ

サ

カ

エ

チ

ウ

シ

舟

仙

〆

ヽ

入

野

見

江

佐

留

所

於

戒

敬
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表
題
）

「
支
配
要
集
記
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
三
九
二
）

支
配
要
集
記

一
夫
支
配
役
者
主
命
を
請
て
昼
夜
店
一
円
に
内
外
を
預
り
居
候
事
ニ
候

得
者
、
等
閑
に
不
存
候
儀
ハ
勿
論
之
事
ニ
候
、
第
一
世
間
よ
り
店
之

批
判
請
不
申
様
心
気
を
配
り
、
内
ニ
は
惣
中
棟

た
る
儀
を
不
忘
、

専
能
身
を
備
へ
心
を
正
敷
、
仁
愛
を
以
家
法
を
糺
し
、
家
内
一
統
無

恙
相
勤
さ
せ
候
様
懸
引
勤
労
之
役
儀
也

一
同
役
無
別
心
相
勤
候
時
者
、
以
下
勿
論
之
習
ひ
也
、
凡
其
家
々
之
風

儀
あ
り
、
古
実
を
不
承
候
而
只
其
時
之
宜
敷
ニ
随
ひ
候
様
ニ
万
事
を

仕
向
ケ
候
而
者
前
後
不
都
合
成
義
出
来
申
事
ニ
候
、
尠
之
事
ニ
て
も

年
を
経
候
得
者
、
物
事
取
失
ひ
候
様
可
相
成
義
を
常
々
考
可
申
事
ニ

候
、
諸
事
相
談
之
席
ニ
望
、
座
形
り
宜
様
に
心
得
違
、
表
向
者
同
心

之
色
を
顕
し
候
而
、
内
心
ニ
ハ
成
合
之
了
簡
抔
ニ
而
事
を
済
せ
候
事

ハ
役
儀
之
冥
加
を
不
存
、
不
実
不
忠
と
可
相
心
得
候
、
又
商
用

諸

相
談
共
品
ニ
よ
り
仮
令
其
席
ニ
て
ハ
及
争
論
候
而
成
共
、
万
端
工
面

宜
様
ニ
無
底
意
実
気
を
以
遂
示
談
候
事
ハ
、
誠
ニ
一
致
和
熟
と
可
云

也
、
只
日
用
之
勤
方
相
互
ニ
申
合
せ
、
身
持
家
風
に
不
背
一
様
ニ
心

得
候
へ
は
、
以
下
猶
更
其
教
を
学
ひ
申
事
也
、
然
者
上
下
に
不
限
一

分
ニ
我
意
之
風
義
を
立
候
者
者
非
一
致
ニ
候
故
可
嫌
事
と
可
心
得
、

又
前
後
ニ
思
慮
を
廻
し
候
而
者
物
事
ニ
付
少
々
鈍
く
相
見
得
候
も
の

ニ
て
も
、
家
法
を
守
り
衆
と
ひ
と
し
き
風
儀
之
者
ハ
、
外
ニ
無
妨
事

を
可
存
候
、
是
等
一
致
之
可
為
肝
要

一
往
昔
元
禄
年
中
之
建
方
、
扨
享
保
年
中
新
建
以
後
、
段
々
伝
承
之
上

当
時
迄
皆
々
無
相
違
勤
来
り
候
得
と
も
、
次
第
ニ
内
外
臨
時
之
諸
用

繁
く
成
来
り
候
事
故
、
猶
此
末
と
も
益
違
乱
無
之
候
之
様
、
日
用
之

業
作
、
年
中
之
行
事
失
念
滞
り
為
無
之
相
記
置
所
也
、
然
者
此
帳
面

を
以
毎
朝
用
談
ニ
お
よ
ひ
可
申
事
、
猶
亦
年
増
用
向
可
相
嵩
候
へ
者

其
品
々
時
々
書
加
へ
、
永
代
不
易
之
可
為
要
集
事

但
江
戸
、
大
坂
商
之
懸
引
、
扨
又
買
方
仕
入
方
都
而
商
用
之
事
者

元
〆
、
名
代
、
後
見
日
々
及
示
談
、
惣
懸
り
ニ
て
相
勤
ル
事
ニ

候
、
尓
し
何
れ
一
品
も
支
配
之
見
聞
に
迯
れ
候
事
ハ
無
之
候
、

然
者
渡
世
肝
心
之
事
故
聊
も
手
抜
無
之
候
、
仍
而
此
帳
面
ニ
不

及
記
ニ
、
依
之
相
除
所
也

大
元
〆

福
田
久
左
衛
門

元
方
懸
名
代赤

尾
六
郎
兵
衛

名
代

国
松
清
兵
衛

後
見

川
島
利
右
衛
門

同

向
崎
吉
郎
兵
衛

240



同

浅
井
文
右
衛
門

支
配

中
川
三
郎
兵
衛

同

橋
井
利
兵
衛

支
配

松
下
善
五
郎

同

松
本
六
右
衛
門

宝
暦
拾
弐
年

午
九
月

貼
紙
）

(貼紙)

「

覚

一
当
秋
よ
り
支
配
人
算
用
帳
相
当
り
候
節
左
之
通
相
定

候
事

一
帳
面
一
々
番
を
打
可
申
事

一
両
替
与
得
引
合
せ
印
形
可
致
事

一
当
節
よ
り
金
銀
貸
先
々
印
形
取
可
申
ニ
付
、
相
改
候

上
当
り
可
申
事

右
之
通
相
心
得
可
申
事

天
保
十
四
年卯

秋
」

余
白
一
丁
分
）

日
用

臨
時

一
早
朝
神
拝
可
仕
事
、
尤
諸
宗
之
無
隔
店
安
全
之
祈
可
為
信
心
事

一
朝
飯
後
同
役
相
揃
候
而
会
所
へ
寄
会
、
其
日
之
商
用

諸
用
相
談
之

上
夫
々
可
申
渡
候

一
諸
役
所
之
工
面

病
人
等
之
善
悪
、
諸
方
付
届
ケ
、
又
ハ
吉
凶
送
り

も
の
等
、
其
外
日
々
之
用
向
相
談
相
極
、
其
内
ニ
者
元
〆
名
代
立
会

之
節
可
申
談
事
、
又
ハ
月
番
名
代
迄
申
達
候
事
共
夫
々
示
談
可
申
事

一
右
相
談
相
済
候
ハ
ヽ
其
席
よ
り
筆
者
呼
寄
せ
本
月
番
本
状
認
懸
り
可

申
事
、
尤
会
所
定
座
席
を
不
去
下
書
認
可
申
候

一
内
月
番
家
内
之
工
面

諸
方
吉
凶
送
り
物
等
夫
々
可
申
渡
事

一
非
番
支
配
人
ハ
其
席
よ
り
直
ニ
諸
役
所
一
遍
見
廻
り
、
不
見
不
聞
と

し
て
其
人
之
行
作
役
所
之
備
方
等
致
見
分
候
得
者
、
自
然
と
行
儀
正

敷
役
所
備
方
宜
候
得
者
、
日
用
工
面
宜
敷
候
事

一
役
所
見
廻
り
相
済
候
ハ
ヽ
、
夫
よ
り
表
二
階
、
新
二
階
一
遍
通
り
見

廻
り
、
病
人
等
有
之
候
ハ
ヽ
善
悪
聞
届
遣
し
可
申
事
、
左
候
得
者
又

寝
昼
寝
等
も
自
然
と
無
数
養
生
方
宜
敷
候
、
其
上
二
階
自
堕
落
ニ
無

之
故
、
万
事
利
屈
宜
敷
候
事

一
会
所
へ
随
分
相
詰
居
可
申
事
常
式
、
両
人
宛
無
怠
慢
居
り
罷
在
候
様

可
心
得
事

一
昼
夜
共
如
何
様
之
用
向
有
之
罷
出
候
共
、
両
人
宛
ハ
店
ニ
相
残
り
居

可
申
儀
と
可
心
得
候
、
壱
人
計
残
り
候
而
者
表
向
急
用
事
ニ
付
罷
出

候
儀
難
成
儀
を
可
致
思
慮
事

越後屋京本店の年中行事
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一
休
日
者
壱
人
、
外
ニ
組
頭
壱
人
ニ
而
相
済
来
り
候
、
是
者
夜
分
ニ
成

支
配
、
組
頭
之
内
段
々
帰
宅
申
ニ
付
、
古
来
よ
り
如
斯
也
、
其
意
を

可
考
事
、
万
一
支
配
人
壱
人
罷
在
候
時
、
店
用
又
者
表
立
候
用
向
出

来
候
共
組
頭
を
差
出
し
、
是
非
共
支
配
役
壱
人
者
店
在
番
可
申
事

一
何
方
よ
り
ニ
て
も
三
井

郎
右
衛
門
店
手
代
中
と

手
紙
ニ
て
も
参

候
ハ
ヽ
、
披
見
之
上
夫
々
役
筋
之
者
致
差
図
、
応
答
可
致
事

一
江
戸
、
大
坂
御
督
意
様
方
添
状
御
持
参
店
表
へ
御
出
候
ハ
ヽ
、
内
月

番
罷
出
御
挨
拶
可
致
候

但
御
酒
ニ
て
も
差
出
し
候
筋
ハ
、
外
ニ
相
応
之
者
一
両
人
差
出

シ
友
々
饗
応
可
申
候

一
三
井

郎
右
衛
門
様
と
認
来
候
手
紙
ニ
而
、
先
キ
様
覚
無
之
御
名
前

ニ
候
ハ
ヽ
、
不
致
披
見
疾
と
内
ニ
而
逐
吟
味
、
若
キ
者
ニ
て
も
相
添

御
宅
又
ハ
両
替
店
へ
送
り
遣
し
可
申
候

一
店
表
へ
支
配
人
ニ
面
談
致
し
度
旨
ニ
而
訳
筋
難
知
候
初
而
入
来
之
仁

有
之
候
共
、
む
さ
と
罷
出
申
間
鋪
、
事
に
馴
候
組
頭
、
役
頭
之
内
差

出
し
、
用
向
之
筋
聞
届
さ
せ
可
申
事

一
病
人
在
之
初
而
相
招
候
御
医
師
へ
ハ
、
最
初
ニ
支
配
人
罷
出
慇
懃
ニ

及
挨
拶
、
下
し
場
役
人
引
合
置
可
申
候
、
扨
又
御
大
医
衆
相
招
候

ハ
ヽ
、
御
出
致
毎
鳥
渡
罷
出
尊
敬
可
申
事

一
御
触
状
、
留
帳
持
出
候
ハ
ヽ
早
速
致
披
見
、
品
ニ
よ
り
台
所
へ
張
紙

可
差
出
事
ハ
直
ニ
可
申
付
候

一
元
方

御
宅
々
よ
り
吉
凶
為
知
之
廻
文
参
候
ハ
ヽ
、
早
速
宿
持
へ
可

申
聞
候

但
惣
家
中
へ
廻
文
差
出
候
筋
祝
儀
割
合
等
前
格
相
談
之
上
両
替
店

へ
も
懸
ケ
合
可
申
事
、
尤
両
替
店
江
返
答
ニ
不
相
成
様
此
方
よ

り
聞
合
候
様
、
手
早
く
取
計
可
申
事

一
若
火
事
之
筋
方
角
に
随
ひ
見
廻
之
人
差
出
し
可
申
事

但
内
月
番
之
役
儀
ニ
候
得
共
、
若
他
出
候
ハ
ヽ
内
役
之
も
の
壱
人

ニ
て
聞
届
可
申
候
、
無
左
候
而
ハ
大
勢
罷
出
、
其
上
何
れ
へ
誰

参
候
哉
難
相
知
候
、
扨
又
店
へ
風
置
あ
し
き
か
、
又
ハ
余
り
程

遠
く
も
無
之
様
ニ
存
候
ハ
ヽ
、
壱
人
も
差
出
し
申
間
敷
事

一
昼
夜
ニ
不
限
同
役
之
内
致
他
出
、
先
方
ニ
居
候
而
若
火
事
と
聞
付
候

ハ
ヽ
、
店
方
角
ニ
無
之
候
と
も
早
々
帰
店
可
申
事
、
是
は
銘
々
自
分

之
身
上
持
居
申
者
之
心
也
、
然
者
店
を
預
り
居
候
可
為
心
得
事

一
京
出
生
之
手
代
、
江
戸
、
大
坂
よ
り
中
登
宿
許
へ
参
候
ハ
ヽ
、
翌
日

生
肴
両
種
着
為
祝
儀
差
送
り
可
申
事

但
近
在
近
国
之
者
親
元
へ
引
越
候
節
、
塩
肴
又
者
干
肴
ニ
て
も
供

之
者
へ
相
添
可
遣
事

一
手
代
子
供
病
気
ニ
而
宿
元
へ
養
生
ニ
差
遣
置
候
ハ
ヽ
、
為
見
舞
生
肴

一
度
差
送
可
申
事
、
尤
薬
方
役
人
折
々
見
廻
ニ
遣
し
、
様
子
承
届
可

申
事

余
白
一
一
丁
半
）
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正
月

一
元
日

未
明
よ
り
惣
様
互
ニ
年
始
之
祝
詞
申
述
、
直
ニ
雑
煮
祝
ひ
可

申
候

一
即
刻
下
シ
場
真
中
へ
三
宝

り
、
東
向
ニ
居
置
、
内
役
支
配
人
よ
り

上
座
迄
縫
方
ニ
南
西
向
列
を
建
、
礼
を
請
可
申
事

但
熨
斗
昆
布
主
中
様
方
へ
ハ
支
配
人
座
立
候
而
差
出
し
可
申
候
、

惣
礼
者
へ
者
役
頭
、
上
座
之
内

一
諸
社
代
参

但
帰
宅
相
改
可
申
候

一
主
中
様
方
年
礼
御
出
被
遊
候
ハ
ヽ
、
内
ニ
居
合
候
役
人
之
分
不
残
年

始
嘉
儀
可
申
上
候
、
扨
又

郎
右
衛
門
様
御
出
被
遊
候
ハ
ヽ
、
惣
様

不
残
嘉
儀
可
申
上
候
、
御
退
出
之
節
者
支
配
人
例
之
通
玄
関
迄
送
り

罷
出
可
申
事

一
早
天
玄
関
番
出
し
候
哉
、
内
番
役
人
よ
り
見
届
可
申
候

麻
上
下
也

但
町
衆
御
出
之
節
者
前
ノ
む
し
ろ
へ
を
り
候
而
手
を
つ
き
、
忝
由

ヲ
可
申
述
事

一

郎
右
衛
門
様
当
町

裏
町
年
礼
御
勤
被
遊
候
事

一
支
配
筆
頭
壱
人
町
中

年
礼
可
相
勤
事

但
手
札

越
後
屋

郎
右
衛
門
店何

兵
衛

一
当
町
ニ
抱
屋
敷
有
之
候
而
他
町
ニ
住
居
候
町
衆
へ
は
、
支
配
筆
頭
年

礼
ニ
相
廻
り
可
申
事

但
手
札

越
後
屋

郎
右
衛
門
代

一
出
入
商
人
職
人
よ
り
年
玉
持
参
候
分
直
々
ニ
内
番
所
へ
指
出
し
、
一

覧
之
上
絹

加
賀
）

か
が
方
違
棚
へ
積
置
可
申
事

但
夜
ニ
入
候
而
礼
帳
ニ
年
玉
物
引
合
半
箇
ニ
〆
封
を
付
、
絹
方
役

人
へ
相
渡
可
申
候

家
内
ニ
て
一
品
も
散
乱
不
申
様
玄
関
番
へ
疾
と
可
申
付
置
事

一
内
番
役
人
昼
飯
ハ
唐
物
方
ニ
而
支
度
可
致
事

但
宿
持
、
当
役
、
退
役
手
代
年
礼
之
序
ニ
致
昼
飯
候
ハ
ヽ
、
其
席

ニ
て
何
れ
も
一
様
ニ
可
申
付
候
、
尤
銘
々
年
礼
之
工
面
勝
手
ニ

而
給
事
に
候
得
は
、
支
配
人
よ
り
挨
拶
可
致
候
得
共
、
饗
応
ニ

は
お
よ
ひ
不
申
候

一
二
日

礼
式
請
方
諸
事
元
日
之
通
也

一
三
日

礼
式
請
方
諸
事
前
日
之
通

一
玄
関
番
朝
よ
り
昼
迄
相
勤
候
者
を
両
人
、
東
西
之
代
礼
可
申
付
事

但
祝
儀
包
銀
、
初
穂
銀
等
賄
方
永
代
帳
と
引
合
為
持
可
遣
事

一
四
日

未
明
よ
り
土
蔵
を
明
さ
せ
代
物
取
出
さ
せ
可
申
事

但
会
所
ニ
相
詰
候
而
運
人
、
其
外
怪
我
人
無
之
様
心
を
付
、
騒
敷

無
之
様
制
し
可
申
事

一
諸
役
所
改
人
割
合
名
代
、
支
配
人
割
合
認
置
可
申
事

但
賄
方
有
も
の
ハ
組
頭
相
改
可
申
候

一
代
物
改
相
済
候
ハ
ヽ
、
土
蔵
、
穴
蔵
と
も
組
頭
役
へ
申
談
、
早
速
改

さ
せ
付
建
落
無
之
様
可
申
付
候
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但
諸
役
所
小
箱
例
年
之
通
無
相
違
組
頭
役
よ
り
相
改
さ
せ
可
申
候

一
中
勘
定
相
済
候
迄
不
残
会
所
ニ
相
詰
可
申
事

一
元
方
御
月
番
元
方
役
人
方
へ
手
紙
ニ
て
尋
ニ
遣
可
申
候

一
月
番

名
代

支
配
人

一
内
月
番

支
配
人

組
頭

一
江
戸
勤
番

一

糸
店

名
代

支
配
人

右
会
所
塗
板
書
改
さ
せ
可
申
事

一
元

様
年
礼
御
出
被
遊
候
の
し
昆
布
支
配
人
持
出
、
差
上
ケ
可
申
事

但
御
昼
飯
御
窺
可
申
上
事

一
六
日

夕
、福
引

但
組
頭
賄
方
役
人
早
朝
よ
り
褒
美
物
代
参
之
割
合
等
早
朝
よ
り
打

寄
拵
可
申
事
、
番
付
之
内
御
名
前
様

御
老
分
主
中
様
方
御
歳

ニ
当
り
候
番
之
処
、
褒
美
前
年
之
格
引
合
可
申
事

附
り壱

番

鞍
馬
代
参
くじ

取

弐
番

神
事
役

同

三
番

愛

代
参
同

四
番

金
払

同

五
番

惣
用
福
引

但
子
供
之
分
よ
り
先
へ
可
申
付
候

一
七
日

休
日

但
南
都
、
木
津
、
近
江
今
日
年
礼
ニ
参
候
間
、
絹
か
ゝ

加
賀
）

方
役
人
之

内
内
番
相
勤
さ
せ
可
申
候

一

日
よ
り
白
平
直
分
ケ
直
打
方
ニ
取
懸
可
申
事

但
委
細
絹
加
賀
方
帳
面
ニ
控
在
之
事

一
九
日
、
十
日

右
両
日
元
〆
役
椀
飯
ニ
有
之
候
、
人
数
割
前
広
ニ
仕

分
ケ
置
可
申
事

一
十
一
日

北
様
椀
飯
被
下
置
候
、
元
〆
よ
り
組
頭

元
〆
家
督
ま
て

罷
出
申
候

但
支
配
人
壱
人
留
守
番
可
相
勤
事

一
十
二
日

早
朝
北
様
へ
御
礼
ニ
参
上
申
置
候
而
罷
帰
可
申
候
、
尤
店

へ
御
出
被
遊
候
節
御
礼
可
申
上
事

一
十
三
日

早
朝
よ
り
晒
札
懸
ケ
相
極
可
申
事

一
十
三
日

徳
蔵
院
相
招
、
早
朝
よ
り
千
遍
真
経
執
行
相
頼
可
申
事
、

尤
前
広
ニ
手
紙
ニ
て
徳
蔵
院
へ
可
申
遣
候

一
十
三
日

嘉
例
之
通
影
待
目
出
度
相
勤
可
申
事

但
諸
社
御
祈
禱
、
鞍
馬
、
愛

代
参
前
広
ニ
致
し
置
、
当
日
御
札

揃
へ
候
而
神
檀
へ

へ
さ
せ
、
神
服
氏
神
拝
相
奨
可
申
事

附
り此

月
者
客
来
無
之
内
祝
ニ
候
ゆ
へ
音
曲
も
の
も
参
不
申
候
、
尤

初
夜
時
分
西
陣
方
、
下
し
場
、
小
松
方
へ
酒
出
し
相
祝
ひ
可
申

闖龜
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事

一
伊
勢
両
宮
大
神
楽
料
松
坂
店
へ
通
達
可
申
事

一
十
五
日

休
日

一
十
六
日

新
町
様
椀
飯
被
下
置
候
、
元
〆
よ
り
組
頭

元
〆
家
督
迄

参
上
仕
候

但
支
配
人
壱
人
留
主
番
可
相
勤
事

一
十
七
日

早
朝
新
町
様
江
御
礼
ニ
参
上
申
置
候
而
、
店
へ
御
出
被
遊

候
節
御
礼
可
申
上
候

一
十
七
日

蛭
子
講
廻
文
指
出
シ
可
申
事

但
主
中
様
方
、
店
々
当
役
退
役
手
代
夫
々
書
札
方
控
帳
相
改
引
合

差
出
し
可
申
候

附
り宿

許
へ
差
遣
置
候
手
代
子
供
病
人
之
分
手
紙
ニ
て
、
参
候
而
相

祝
候
様
ニ
と
可
申
遣
事

一
十

日

同
役
店
用
ハ
格
別
、
私
用
他
出
相
止
メ
、
諸
用
工
面
聞
届

可
申
渡
事

朱
書
）「
六
角
」

一
同

夕
方
中
立
売
、
新
町
御
宅
へ
蛭
子
、
大
黒
為
御
迎
、
初
元
之
者

壱
人
宛
子
供
相
添
、
口
上
ニ
而
請
取
ニ
遣
し
可
申
候

一
十

日

夕
新
上
座
役
出
来
候
ハ
ヽ
同
役
立
会
、
内
意

主
中
様
方

へ
罷
出
候
節
之
礼
儀
等
迄
疾
と
可
申
渡
事

一
十
九
日

嘉
例
蛭
子
講
朝
七
ツ
時
迄
ニ
惣
様
朝
飯
給
さ
せ
候
様
工
面

可
致
事

一
未
明
よ
り
蛭
子
尊
神
御
膳
差
上
ケ
可
申
事

但
本
膳
之
分
支
配
人
持
参
、
焼
物
組
頭
持
参
差
上
ケ
可
申
事

一
座
敷
廻
り
掃
除
其
外
共
主
中
様
方
御
出
座
前
ニ
見
分
致
し
可
置
事

一
客
来
雪
駄
付
札
可
申
付
事

一
諸
役
替
当
人
前
広
ニ
支
度
致
さ
せ
、
被
仰
渡
之
節
不
都
合
無
之
様
気

を
付
可
申
事

一
主
中
様
方
江
御
膳
指
出
候
之
節
、
支
配
人
筆
頭
よ
り
組
頭
迄
段
々
持

出
可
申
候
、
末
々
ハ
平
、
子
供
ニ
て
も
不
苦
候
、
尤
初
献
支
配
人
持

出
末
々
迄
持
廻
り
可
申
候
、
二
献
目
ハ
中
年
平
手
代
酌
取
ニ
出
し
、

盃
者
梅
也
、
三
献
目
初
元
之
者
酌
取
、
支
配
人
取
肴
持
出
、
末
々
迄

挨
拶
可
申
候
、
盃
ハ
松
也

一
三
献
目
主
中
様
方
相
済
手
代
之
部
へ
盃
廻
候
節
、

郎
右
衛
門
様
御

盃
相
初
り
候
間
、
前
広
ニ
盃
台
、
取
さ
か
な
、
酌
取
之
子
供
何
角
と

も
可
致
用
意
事

一
御
膳
引
候
節
最
初
之
通
支
配
筆
頭
よ
り
段
々
ニ
罷
出
、
御
膳
下
ケ
可

申
候

一
御
退
出
之
節
誂
方
東
側
へ
相

候
而
平
伏
可
申
候

一
夕
飯
ハ
惣
用
相
祝
候
建
也
、
絹
か
ヾ
方
北
側
支
配
人
筆
頭
よ
り
相

ひ
、
南
側
組
頭
よ
り
段
々
平
座
ま
で
順
列
相
祝
可
申
候

一
主
中
様
方
之
内
御
出
座
無
之
御
方
在
之
候
ハ
ヽ

御
隠
居
様
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元
方
主
中
様

右
者
御
出
座
不
被
遊
候
分
、
御
肴
差
上
ケ
可
申
事

但
手
紙
認
方
書
札
方
帳
面
ニ
在
之
候

一
暮
半
時
恵
美
須
御
膳
下
ケ
最
初
ニ

朱
書
）「
六
角
」

中
立
売

新
町

右
弐
ケ
所
様
分
御
供
の
り
入
紙
水
引
懸
ケ
候
而

退
置
、
其
後
惣
用

段
々
ニ
頂
戴
致
さ
せ
可
申
候

一
惣
用
夜
食
相
済
候
ハ
ヽ
、
順
之
舞
盃
相
初
メ
、
例
之
通
相
勤
、
其
後

ニ
役
替
銘
々
盃
致
し
可
申
事

一
惣
様
判
取
候
而
家
内
夕
番
見
廻
り
候
後
、
支
配
人
又
々
二
階
、
台
所

隅
々
迄
火
之
用
心
見
届
可
申
事

一
廿
日

早
朝
中
立
売
、
新
町
御
両
所
へ
両
尊
送
可
申
候
、
尤
前
日
迎

ニ
参
候
人
ヲ
遣
シ
可
申
事

支
配
人
改
り
候
ハ
ヽ
櫃
上
書
書
状
名
前
家
内

廻
文

但
懸
鯛
海
老

御
供
差
添
可
遣
事

一
役
替

暇
之
銘
々
御
礼
ニ
参
候
様
可
申
付
候

一
店
々
当
役
前
日
之
礼
ニ
可
被
参
候
間
、
一
両
人
ハ
早
朝
よ
り
会
所
ニ

居
可
申
事

一
役
替
ニ
付
江
戸
、
大
坂
、
勢
州
店
へ
可
致
通
達
事

一
廿
一
日

皆
勤
帳
仕
懸
ケ
可
申
事

但
末
席
之
役
儀
と
可
心
得
也

一
諸
役
所
附
仕
懸
ケ
可
申
事

一
年
褒
美
吟
味
可
相
改
事

一
廿
二
日

役
付
皆
勤
年
褒
美
出
来
之
上
元
〆
、
名
代
可
及
相
談
事

一
廿
二
日

初
寄
会
廻
文
指
出
可
申
候
、
尤
右
文
言
暮
前
よ
り
御
出
席

被
遊
可
被
下
と
認
候
事

一
廿
三
日

役
附
清
書
可
申
付
事

一
廿
四
日

初
寄
会

一
年
褒
美
被
仰
渡
候
節

新
上
座

一
口

平
之
分

一
口

初
元
之
分

一
口

右
三
仕
切
ニ
段
々
差
出
シ
可
申
事

一
寄
会
相
済
候
上
絹
か
ヾ
方
ニ
而
元
〆
、
名
代
列
座
へ
惣
用
年
褒
美
之

礼
可
為
致
事

一
惣
様
役
所
替
之
盃
事
例
之
通
可
申
付
事

一
廿
五
日

早
朝
年
褒
美

裁
物
方
一
口

角
前
髪
一
口

右
支
配
人
よ
り
立
会
可
申
付
事

一
廿
五
日

休
夜

一
廿
六
日

今
夕
小
役
附
寄
会
相
勤
可
申
事

但
初
元
明
キ
可
申
付
事
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一
廿
六
日

月
並
御
寄
会
、
尤
初
寄
会
ニ
候
間
、
支
配
、
組
頭
迄
出
勤

可
申
事

但
十
六
日
之
替
り
也

一
廿

日

諸
役
所
入
替

一
今
夕
江
戸
、
大
坂
役
所
替
通
達
之
事

書
状
名
前
相
改
家
内
廻
文

一
今
日
成
願
寺
千
巻
陀
羅
尼
、
組
頭
以
下
控
帳
之
通
遣
し
可
申
事

一
京
、
江
戸
蛭
子
講
之
上
名
目
役
替
有
之
分
、
会
所

台
所
塗
板
早
速

書
改
可
申
事

一
諸
役
所
金
銀
受
取
帳
口
書
可
申
付
事

一
諸
社
御
祈
禱
札
月
末
ニ
相
揃
、
江
戸
、
大
坂
へ
指
下
可
申
事

一
江
戸
、
大
坂
役
替
書
状
到
着
候
ハ
ヽ
、
支
配
人
、
組
頭
迄
ヲ
相
認
廻

文
指
出
可
申
事

但
退
役
致
候
面
々
も
組
頭
迄
書
記
、
知
ら
せ
可
申
候

櫃
上
書
書
状
名
前
家
内
廻
文

余
白
九
丁
分
）

二
月

一
諸
社
代
参

但
帰
宅
相
改
可
申
候

一
本
月
番
其
外
会
所
塗
板
相
改
可
申
事

一
元
方
御
月
番
手
紙
ニ
而
元
方
役
所
へ
尋
ニ
遣
し
可
申
事

一
今
月
初
老
年
賀
祝
儀
差
送
り
可
申
事
、
尤
主
中
様
方

当
役
退
役
之

内
、
年
賀
聞
合
可
申
事

一
二
日

夕
茶
飯
申
付
、
惣
用
灸
治
致
さ
せ
可
申
事

一
四
日

夕
内
寄
会
相
勤
可
申
事

一
六
日

夕
月
次
惣
寄
会

但
四
日
ニ
主
中
様
へ
廻
文
差
出
し
可
申
事

一
十
日
頃

上
之
店
初
寄
会

但
六
日
夕
日
柄
御
伺
可
申
上
事

一
廿
五
日

成
願
寺
講

但
支
配
人
不
残
廻
文
ニ
在
之
候
、
壱
人
罷
出
可
申
候
、
尤
当
番
相

勤
不
申
候
、

灯
明
料
其
外
懸
銀
割
合
等
何
れ
も
店
出
し
ニ
在

之
候

一
中
旬
頃

郎
右
衛
門
様
大
坂
御
下
向
、
初
寄
会
之
上
名
目
役
替
申

来
候
ハ
ヽ
早
速
会
所
塗
板
書
改
可
申
事

一
十
六
日

月
次
御
寄
会
、
支
配
人
、
組
頭
壱
人
宛
罷
出
可
申
事

一
此
月
之
内
子
供
請
判
取
可
申
事

余
白
一
〇
丁
）

三
月

一
諸
社
代
参

但
帰
宅
相
改
可
申
候

一
本
月
番
其
外
会
所
塗
板
相
改
可
申
事
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一
元
方
御
月
番
手
紙
ニ
て
尋
ニ
遣
し
可
申
事

一
主
中
様
方

当
役
初
上
巳
祝
儀
有
之
候
ハ
ヽ
、
前
広
ニ
聞
繕
、
朔
日

ニ
差
送
り
可
申
事

一
三
日

休
日

但
玄
関
番
差
出
し
可
申
事

尤
袴
羽
織
也

一
四
日

内
寄
会

一
六
日

月
次
惣
寄
会

但
主
中
様
方
へ
四
日
ニ
廻
文
差
出
し
可
申
事

一
正
月
蛭
子
講
之
上
御
暇
被
仰
付
候
銘
々
、
今
月
引
越
盃
可
致
工
面
事

一
十
六
日

月
次
御
寄
会
、
支
配
人
、
組
頭
壱
人
宛
罷
出
可
申
事

余
白
九
丁
半
）

四
月

一
諸
社
代
参

但
帰
宅
相
改
可
申
候

一
本
月
番
其
外
会
所
塗
板
相
改
可
申
事

一
元
方
御
月
番
手
紙
ニ
て
尋
ニ
遣
し
可
申
事

一
四
日

夕
内
寄
会

一
六
日

夕
月
次
惣
寄
会

但
主
中
様
方
へ
四
日
ニ
廻
文
差
出
し
可
申
事

一
夏
物
下
し
方
工
面
宜
候
ハ
ヽ
、
例
年
之
通
惣
様
花
見
之
休
息
ニ
差
遣

し
可
申
事

但
六
日
夕
惣
寄
会
之
上
被
仰
付
候
様
ニ
前
広
可
致
差
略
事

一
十
六
日

月
次
御
寄
会
、
支
配
人
、
組
頭
壱
人
宛
罷
出
可
申
事

一
十
日
頃

年
数
来
候
中
休
、
吟
味
之
上
出
立
可
申
付
事

一
隔
年
太
々
神
楽
執
行
代
参
之
者
相
談
相
極
り
候
ハ
ヽ
、
前
広
ニ
勢
州

店
、
扨
又
御
師
方
へ
可
致
通
達
事

但
太
神
楽
年
ニ
候
ハ
ヽ
其
段
御
師
方
へ
及
通
達
、
扨
又
松
坂
店
よ

り
神
楽
料
差
添
遣
候
様
通
達
可
致
事

一
今
月
申
ノ
日
吟
味
、
蚊
帳
釣
初

諸
役
所
寝
臥
之
割
方
組
頭
へ
可
申

談
事

一
今
月
入
梅
よ
り
前
天
気
宜
敷
候
節
、
買
入
置
候
茶
鵜
其

宇
）

外
星
入
無
心

元
品
何
れ
も
取
出
さ
せ
候
て
、
会
所
又
ハ
新
二
階
ニ
而
風
を
入
可
申

事
但
何
れ
之
品
も
日
あ
た
り
を
可
嫌
事

余
白

丁
半
）

五
月

一
諸
社
代
参

但
帰
宅
相
改
可
申
候

一
本
月
番
其
外
会
所
塗
板
相
改
可
申
事

一
元
方
御
月
番
手
紙
ニ
て
尋
ニ
遣
し
可
申
事

一
主
中
様
方

当
役
之
内
初
端
午
祝
儀
前
広
ニ
聞
繕
、
祝
物
差
送
可
申
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事
一
五
日

休
日

但
玄
関
番
差
出
し
可
申
事

尤
袴
羽
織
也

一
六
日

月
次
惣
寄
会

但
主
中
様
方
へ
四
日
ニ
廻
文
相
廻
し
可
申
事

一
今
月
中
頃
迄
之
内
天
気
見
合
、
西
土
蔵
古
帳
面
相
改
可
申
事

一
十
五
日

上
之
店
神
事
前
格
之
通
人
割
を
以
差
遣
し
可
申
事

但
江
戸
中
登
逗
留
候
ハ
ヽ
指
加
へ
可
申
事

一
十
六
日

月
次
御
寄
会
、
支
配
人
、
組
頭
壱
人
宛
罷
出
可
申
事

一
十
三
日

影
待
目
出
度
相
勤
可
申
事

但
諸
社
御
祈
禱
鞍
馬
愛

代
参
前
広
ニ
致
し
置
、
当
日
御
札
揃
候

而
神
檀
へ

へ
さ
せ
、
神
服
氏
神
拝
相
奨
可
申
事

附
り此

月
者
客
来
無
之
内
祝
ニ
候
ゆ
へ
、
音
曲
も
の
も
参
不
申
候
、

尤
初
夜
時
分
西
陳
方

マ
マ
）

、
下
し
場
、
小
松
方
へ
酒
出
し
相
祝
ひ
可

申
事

一
廿
五
日

成
願
寺
講

一
晦
日

御
輿
洗
見
物
、
江
戸
、
大
坂
来
客
有
之
候
ハ
ヽ
、
二
軒
茶
屋

へ
床
机
可
申
付
候

一
中
旬
迄
之
内
工
面
見
合
惣
様
櫃
改
可
致
事

一
当
月
之
内
伊
呂
波
箪
笥
相
片
付
可
申
事

一
月
末
ニ
諸
社
御
祈
禱
札
相
揃
、
江
戸
大
坂
へ
指
下
可
申
事

余
白
九
丁
分
）

六
月

一
諸
社
代
参

但
帰
宅
相
改
可
申
候

一
本
月
番
其
外
会
所
塗
板
相
改
可
申
事

一
元
方
御
月
番
手
紙
を
以
尋
ニ
遣
し
可
申
事

一
二
日
、三
日

店
煤
払
可
致
事

但
隣
家
、
向

二
条
北
側
へ
断
申
事
失
念
致
間
敷
候

一
四
日

夕
内
寄
会

一
五
日

夕
月
次
惣
寄
会

但
三
日
ニ
主
中
様
方
へ
廻
文
差
出
し
可
申
候

附
り今

月
計
ハ
五
日
夕
ニ
候
、
曰
ハ
六
日
ニ
ハ
祇
園
会
之
前
夜
故
如

斯
也
、
尤
五
日
夕
御
迎
夜
ニ
候
故
、
主
中
様
方
御
膳
部
御
精
進

ニ
て
差
上
ケ
可
申
事

一
河
原
夕
涼
為
見
物
惣
様
人
割
を
以
差
遣
可
申
事

但
五
日
夕
惣
寄
会
之
上
被
仰
付
候
様
前
広
ニ
可
致
差
略
事

一
十
四
日

祇
園
会
休
日
也

一
十
六
日

月
次
御
寄
会
、
支
配
人
、
組
頭
壱
人
宛
罷
出
可
申
事

一
十

日

御
輿
洗
見
物
江
戸
、
大
坂
来
客
等
有
之
候
ハ
ヽ
二
軒
茶
屋
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へ
床
机
可
申
付
候

一
土
用
中
為
保
養
給
も
の
例
格
之
通
可
申
付
事

但
土
用
前
灸
治
張
紙
出
さ
せ
可
申
事

一
十
四
日

ツ
時
祇
園
少
将
井
之
神
輿
二
条
通
迄
御
通
り
之
節
、
当

町
衆
中
待
合
之
節
例
年
木
綿
方
見
世
開
ニ
而
、
金
屛
風
引
廻
し
、
毛

氈
三
枚
敷
候
而
干
菓
子
指
出
し
置
、
支
配
人
罷
出
、
町
衆
待
合
之
節

見
世
へ
腰
を
被
懸
候
ハ
ヽ
、
見
世
ニ
乍
居
何
れ
も
様
御
苦
労
ニ
奉
存

候
段
可
致
挨
拶
事

但
町
衆
行
通
ニ
て
立
寄
不
被
申
候
ハ
ヽ
不
及
挨
拶
候

余
白
九
丁
分
）

七
月

一
諸
社
代
参

但
帰
宅
相
改
可
申
候

一
本
月
番
其
外
会
所
塗
板
相
改
可
申
事

一
元
方
御
月
番
手
紙
ニ
て
尋
ニ
遣
し
可
申
事

一
四
日

夕
内
寄
会
、
此
月
ハ
初
荷
ニ
て
事
多
候
故
、
無
之
建
ニ
候

一
六
日

夕
惣
寄
会
、
是
以
初
荷
之
砌
故
無
之
候

一
七
夕

主
中
様
方
店
表
へ
御
出
被
遊
候
間
、
其
段
心
得
居
可
申
事

但
当
役
宿
持
之
分
ハ
何
れ
も
出
礼
ニ
候

附
り
支
配
以
下
店
勤
之
も
の
は
十
五
、
六
日
ニ
礼
相
勤
可
申
事

一

日
頃

子
供
元
服
相
談
可
申
事

一
十
日
頃

台
所
男
共
祝
義
相
談
可
申
事

(貼紙)

一
十
四
日

夕
諸
役
所
工
面
能
相
仕
廻
候
上
、
子
供
へ
仕
着
施
可
申

渡
事貼

紙
）

「
十
四
日
夕
方

北

郎
右
衛
門
高
祐
様
御
名
前
新
町
高
雅
様
へ
御
譲
り
替
、

則
兵
衛
様
と
御
改
名
被
遊
候
所
、
御
嫡
家
之
由
緒
ヲ
以
盆
前
、

極
月
共
別
宅
之
頭
壱
人
、
支
配
人
之
内
壱
人
、
両
人
罷
上
申

候
、
新
町
高
雅
様
者
当
時
御
名
前
ニ
付
、
勿
論
同
様
両
人
罷

上
申
候
事
」

一
中
元
為
御
祝
儀
油
小
路
北
、
御
名
前
様
御
二
方
様
へ
、
砂
糖
一
曲
宛

差
上
ケ
可
申
事

但
賄
方
帳
面
ニ
控
有
之
候

一
町
内
年
寄

北
隣
海
老
屋
殿
へ
例
之
通
中
元
祝
儀
可
遣
事
、
尤
竪
文

ニ
て
三
井

郎
右
衛
門
と
手
紙
認
遣
し
可
申
事

一
十
五
日
六
日

休
日
也

但
主
中
様
方
店
へ
御
出
は
無
之
候
得
共
、
退
役
其
外
礼
式
有
之
候

間
、
内
役
備
方
式
日
之
通
可
相
心
得
候

一
十
七
日

未
明
よ
り
土
蔵
を
明
さ
せ
、
代
物
取
出
さ
せ
可
申
事

但
会
所
ニ
相
詰
候
而
運
人
其
外
怪
我
無
之
様
心
を
付
、
随
分
騒
敷

無
之
様
制
し
可
申
事

一
諸
役
所
改
人
割
合
名
代
、
支
配
人
程
よ
く
割
付
認
置
可
申
事
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但
賄
方
有
物
ハ
組
頭
相
改
可
申
事

一
代
物
改
相
済
候
ハ
ヽ
土
蔵
穴
蔵
共
組
頭
役
相
改
、
付
建
落
無
之
様
可

入
念
候

但
諸
役
所
小
箱
例
之
通
組
頭
役
相
改
さ
せ
可
申
事

一
中
勘
定
相
済
候
ま
で
ハ
不
残
会
所
ニ
相
詰
可
申
事

一
十

日

休
日

但
御
霊
御
出
祭
ニ
候
、
此
日
は
客
来
無
之
候

一
廿
二
日

役
所
付
皆
勤
出
来
之
上
、
元
〆
、
名
代
へ
可
及
相
談
候

一
同

日

主
中
様
方
へ
初
寄
会
廻
文
差
出
し
可
申
候
、
尤
文
言
例
月

之
通
也

一
廿
三
日

役
附
清
書
認
さ
せ
可
申
事

一
廿
四
日

初
寄
会

一
寄
会
相
済
候
後
、
惣
様
役
所
替
之
盃
例
之
通
可
申
付
事

一
廿
五
日

休
夜

一
廿
六
日

夕
小
役
附
寄
会
相
勤
可
申
事

一
廿
六
日

月
次
御
寄
会

但
此
月
者
廿
三
日
元
方
御
寄
会
、
此
日
同
日
ニ
候
故
昼
半
時
よ
り

支
配
人
、
組
頭
元
方
役
所
迄
罷
出
候
而
、
元
〆
、
名
代
と
一
所

ニ
月
次
寄
会
へ
出
席
可
申
事

一
廿

日

諸
役
所
入
替

但
江
戸
、
大
坂
へ
役
所
替
通
達
之
事

一
諸
役
所
金
銀
受
取
帳
口
書
可
申
付
事

一
御
医
師
方
薬
礼
七
日
前
逐
相
談
、
十
日
よ
り
前
ニ
相
配
せ
可
申
事

但
宿
許
へ
養
生
ニ
遣
候
手
代
、
子
供
、
先
方
医
者
ニ
懸
り
候
共
聞

届
店
よ
り
薬
礼
出
し
可
遣
事

一
金
方
為
替
工
面
、
唐
物
問
屋
歩
引
現
銀
之
取
残
可
致
吟
味
事

一
江
戸
振

当
店
よ
り
主
中
様
方
へ
売
上
ケ
候
呉
服
代
取
集
方
可
致
吟

味
事但

右
懸
ケ
方
取
集
ニ
廻
り
候
若
キ
者
男
召
連
候
ハ
ヽ
、
出
入
之
者

召
連
参
可
申
候
、
半
季
居
之
男
ハ
召
連
候
義
無
用
た
る
へ
く
事

余
白
九
丁
分
）

月

一
諸
社
代
参

但
帰
宅
相
改
可
申
候

一
本
月
番
其
外
会
所
ぬ
り
板
相
改
可
申
事

一
元
方
御
月
番
手
紙
ニ
而
尋
ニ
遣
し
可
申
事

一
二
日

夕
茶
飯
申
付
、
惣
様
灸
治
致
さ
せ
可
申
事

一
四
日

夕
内
寄
会

一
六
日

夕
惣
寄
会

但
四
日
ニ
主
中
様
方
へ
廻
文
差
出
し
可
申
候

一
十
五
日

月
見
之
休
夜

一
十
六
日

月
次
御
寄
会

一
十
六
日

神
事
客
来
廻
文
差
出
し
可
申
事
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